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組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモー

ドの Local Area Bonjourの概要
Cisco Embedded Wireless Controller on Catalyst Access Pointsでは、Local Area Bonjourネットワー
クドメインにユニキャストモード機能が導入されています。有線およびワイヤレスネットワー

クのファーストホップにおける拡張ゲートウェイ機能は、業界標準の RFC 6762準拠のマルチ
キャスト DNS（mDNS）エンドポイントとレイヤ 2ユニキャストモードで直接通信します。

Cisco Catalyst 9100シリーズアクセスポイント（AP）は、ローカルスイッチングモードの組み
込みワイヤレスコントローラ（EWC）での分散型ワイヤレス転送をサポートします。Catalyst
9000シリーズ LANスイッチでは、ユニキャストモードでローカルに接続された有線エンドポ
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イントとワイヤレスエンドポイントの mDNSゲートウェイをサポートする新しいサービスピ
アモードが導入されています。アップストリーム SDGエージェントスイッチにより、mDNS
サービスの検出と配信の境界が単一ゲートウェイからエンドツーエンドのサービスルーティン

グに拡張され、ネットワークでのユニキャストモード、拡張性、パフォーマンス、および復元

力の向上が実現されます。

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモー

ドの Local Area Bonjourに関する制約事項
• EWC Cisco Catalyst 9100シリーズアクセスポイントの mDNSゲートウェイは、サービス
ルーティングおよびユニキャストモードの mDNS通信を可能にするサービスピアモード
をサポートしていません。

• EWC Catalyst 9100シリーズアクセスポイントの mDNSゲートウェイは、無効な状態にす
る必要があります。

•ローカルに接続されたサービスピアモードのmDNSゲートウェイレイヤ2アクセススイッ
チから mDNSサービスの検出と配信を実行できるようにする、mDNSブリッジングが必
要です。

•サービスピアモードの Catalyst 9000シリーズスイッチは、EWCモードのアクセスポイン
トに接続されたワイヤレスユーザーおよび有線エンドポイントに対して、レイヤ2アクセ
ススイッチレベルごとのロケーションベースのサービスをサポートします。

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモー

ドの Local Area Bonjourの前提条件
EWCAPモードのワイヤレスネットワーク用にCisco Local Area Bonjourを実装する前に、EWC
モードの Cisco Catalyst 9100シリーズアクセスポイントを正しく設定して動作させる必要があ
ります。

EWCモードの AP、およびサービスピアモード（有線ユーザーとワイヤレスユーザー向けの
mDNSゲートウェイをサポート）で展開されたレイヤ 2アクセス Cisco Catalyst 9000シリーズ
スイッチで検証された前提条件を以下に示します。

• EWCモードのCiscoCatalyst 9100シリーズアクセスポイントは、ワイヤレスネットワーク
およびその他の高度なパラメータを実装するように事前設定されている必要があります。

詳細については、『Cisco EmbeddedWireless Controller on Catalyst Access Points Configuration
Guide』を参照してください。

• EWCモードの Cisco Catalyst 9100シリーズアクセスポイントでは、推奨される IOS-XEソ
フトウェアバージョンを実行できます。EWCモードの APでは、Local Area Bonjourゲー
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トウェイを有効にするために、mDNSの要件とソフトウェアバージョンの依存関係はあり
ません。

•サービスピアロールの対象となるコントローラで必要な Cisco IOS XEソフトウェアバー
ジョンが実行されていることを確認します。

•有効な Cisco DNA-Advantageライセンスがコントローラで実行されていることを確認しま
す。

• SDGエージェントモードのアップストリームディストリビューション層 Cisco Catalystス
イッチで有効な Cisco DNA-Advantageライセンスが実行されていることを確認します。

•ディストリビューション層の SDGエージェントとコントローラサービスピアとの間でレ
イヤ 2ユニキャストサービスルーティングが実行されている場合、マルチレイヤネット
ワークでコントローラがレイヤ2トランクとして相互接続されていることを確認します。

• IPv4サブネット（スイッチ管理 IPネットワーク）を介して Catalyst 9000アクセスレイヤ
スイッチから SDGエージェントモードのアップストリーム Cisco Catalyst 9000シリーズ
スイッチに IP到達可能であることを確認します。

EWCモードの mDNSゲートウェイの代替手段について
Cisco Catalystコントローラは、エンタープライズネットワークの進化するビジネス上および
技術上の要件に対応するために、mDNSゲートウェイ機能を継続的に革新しています。EWC
モードのアクセスポイントベースのワイヤレスネットワークでは、以下の図に示すように、2
つの方法を使用して mDNSゲートウェイを実装できます。

図 1 : EWCモードのアクセスポイントの mDNSゲートウェイの代替手段
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EWCモードのアクセスポイントのワイヤレスネットワーク用の mDNSゲートウェイを、ネッ
トワーク運用環境に基づいて次のいずれかのモードで実装し、サービスの検出と配信に対応で

きます。

•スイッチベースのmDNSゲートウェイ：レイヤ2アクセスのCatalyst 9000シリーズスイッ
チは、サービスピアロールの mDNSゲートウェイとして実装できます。これには、次の
主な利点があります。

• flood-n-learnを、ローカルに接続された有線ユーザーおよびEWCモードのアクセスポ
イントのワイヤレスユーザーとの新しい強化されたユニキャストベースのmDNS通信
に置き換えます。

• Catalyst 9000は、LANディストリビューションへのユニキャストサービスルーティ
ングにより、mDNSフラッドを排除します。LANディストリビューション層とレイ
ヤ 2アクセス層のスイッチ間のユニキャストサービスルーティングは、Local Area
Bonjourドメインを形成して、ポリシーおよびロケーションベースのサービスの検出
と配信を可能にします。レイヤ 2トランクを介したユニキャストベースのサービス
ルーティングにより、mDNSフラッドが排除され、サービス指向の有線およびワイヤ
レスネットワークが実現されます。

•スイッチベースのmDNSゲートウェイソリューションでは、有線ネットワークのトラ
フィックをワイヤレスAPに転送する必要がなくなり、ワイヤレスの拡張性、パフォー
マンス、ネットワークの信頼性が向上します。

• APベースのmDNSゲートウェイ：Cisco EWCモードのアクセスポイントは、サポートさ
れていない LANアクセススイッチに接続されている場合に mDNSゲートウェイとして代
わりに実装できます。この従来の方法では、mDNSサービスの検出と配信は、レイヤ 2の
有線およびワイヤレスネットワーク上の flood-n-learnのメカニズムに従います。APベー
スのmDNSゲートウェイを実装するには、『CiscoEmbeddedWirelessControllerConfiguration
Guide, Release 17.3.1』のマルチキャストドメインネームシステムに関する章を参照して
ください。

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモー

ドの Local Area Bonjourについて
Cisco Catalyst LANスイッチおよびWLCは、各種の有線ネットワークとワイヤレスネットワー
クに対応するさまざまな進歩を備えた mDNSゲートウェイ機能をサポートしています。企業
の要件拡大に合わせて、IT部門は新しいネットワーク導入モデルを採用し、モバイルデバイス
や設定不要の分散型サービスをサポートして、ミッションクリティカルなネットワークの拡張

性、きめ細かいセキュリティ管理、復元力を向上させています。Catalyst 9000シリーズ LAN
スイッチと EWCモードの Catalyst 9100シリーズアクセスポイント全体にわたる共通の統合
Cisco IOS-XEオペレーティングシステムは、ネットワークエッジで分散型 Bonjourゲートウェ
イ機能を実現します。この新しいソリューションでは、エンドツーエンドのWideAreaBonjour
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サービスルーティングを使用して、直感的なユーザー体験を備えたサービス指向のエンタープ

ライズネットワークが実現されます。

次の図は、ローカルに接続されたEWCモードのワイヤレスユーザーと有線ユーザーへのmDNS
ゲートウェイ機能をサポートする EWCモードのアクセスポイントに接続された Cisco Catalyst
9000シリーズスイッチを示しています。

図 2 : Cisco Catalystスイッチと EWCモードのアクセスポイント

レイヤ 2アクセス層とレイヤ 3ディストリビューション層の Cisco Catalyst 9000シリーズス
イッチは、同じレイヤ 2ネットワークブロック内の有線ユーザーと EWCモードのアクセスポ
イントモードのワイヤレスユーザー間でユニキャストベースの mDNSサービスルーティング
を有効にするために、次の mDNSゲートウェイモードで設定する必要があります。

•サービスピア：EWCモードのワイヤレスアクセスポイントに接続するレイヤ 2アクセス
スイッチは、サービスピアモードの mDNSゲートウェイを使用して設定する必要があり
ます。各レイヤ 2アクセススイッチは、ローカルに接続された有線ユーザーと EWCモー
ドのアクセスポイントのワイヤレスユーザーの間に mDNSゲートウェイ機能を提供しま
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す。同じまたは異なる VLAN内でのユニキャストベースの mDNSサービスの検出と配信
は、単一のレイヤ 2アクセススイッチ上の双方向 mDNSポリシーでサポートされます。

• SDGエージェント：レイヤ 2ネットワークのmDNS flood-n-learnベース方式は、サービス
ピアモードのレイヤ 2アクセススイッチと mDNSゲートウェイ SDGエージェントモード
のアップストリームディストリビューション層との間のシンプルなユニキャストベースの

サービスルーティングに置き換えられます。ユニキャストベースの mDNSサービスルー
ティングにより、レイヤ 2トランクポートでの mDNSフラッドが排除され、有線ネット
ワークと EWCモードのアクセスポイントのワイヤレスネットワークにおける帯域幅の増
加、セキュリティの強化、ロケーションベースのサービス、フラッド制御管理が実現され

ます。

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモー

ドの Local Area Bonjourの設定
このトピックでは、レイヤ 2アクセス層 Cisco Catalyst 9000シリーズスイッチをmDNSゲート
ウェイとして実装し、レイヤ2アクセス層スイッチでのサービスピアとSDGエージェントモー
ドを有効にするための構成手順について説明します。複数のレイヤ 2アクセススイッチ間で
mDNSサービスの検出と配信を有効にするには、SDGエージェントモードのアップストリー
ムディストリビューション層 Cisco Catalyst 9000シリーズスイッチでサービスルーティングを
有効にして、Local Area Bonjourサービスルーティングドメインを構築する必要があります。

mDNSゲートウェイは、EWCモードの Catalyst 9100シリーズアクセスポイントでグローバル
に無効にする必要があります。

（注）

mDNSゲートウェイモードの設定（CLI）
レイヤ 2アクセススイッチで mDNSゲートウェイとサービスピアモードを有効にし、レイヤ
3ディストリビューション層スイッチでSDGエージェントモードを有効にするには、以下の手
順に従います。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device# enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定
6

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定



目的コマンドまたはアクション

Device# configure terminal

レイヤ 2 CatalystスイッチでmDNSを有
効にし、mDNSゲートウェイコンフィ
ギュレーションモードを開始します。

mdns-sd gateway

例：

Device(config)# mdns-sd gateway

ステップ 3

（オプション）次の追加のパラメータを

設定できます。

• air-print-helper：iPhoneや iPadな
どのApple iOSデバイス間の通信を
有効にして、ドライバレス AirPrint
機能をサポートしていない古いプリ

ンタを使用します。

• cache-memory-max：キャッシュの
メモリの割合を設定します。

• ingress-client：入力クライアントの
パケットチューナーを設定します。

• rate-limit：着信 mDNSパケットの
レート制限を有効にします。

• service-announcement-count：最大
アドバタイズメント数を設定しま

す。

• service-announcement-timer：アド
バタイズメントアナウンスタイ

マーの周期を設定します。

• service-query-count：最大クエリ数
を設定します

• service-query-timer：クエリ転送タ
イマーの周期を設定します

• service-type-enumeration：サービス
の列挙を設定します。
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目的コマンドまたはアクション

cache-memory-max、
ingress-client、rate-limit、
service-announcement-count、
service-announcement-timer、
service-query-count、
service-query-timer、
service-type-enumerationコマ
ンドの場合、一般的な展開に

関する各パラメータのデフォ

ルト値を保持できます。必要

に応じて、特定の展開の場合

は異なる値を設定します。

（注）

システム設定に基づいて、次のいずれか

のモードで mDNSゲートウェイを設定
します。

mode {service-peer | sdg-agent}

例：

Device(config-mdns-sd)# mode
service-peer

ステップ 4

• Service-Peer：mDNSサービスピア
モードでレイヤ 2 Catalystアクセス
スイッチを有効にします。

• SDGAgent：デフォルト。SDGエー
ジェントモードのレイヤ3ディスト
リビューション層Catalystスイッチ
が、WideAreaBonjourサービスルー
ティングのために中央 Cisco DNA
Centerコントローラとピアリングで
きるようにします。

mDNSゲートウェイコンフィギュレー
ションモードを終了します。

exit

例：

ステップ 5

Device(config-mdns-sd)# exit

mDNSサービスポリシーの設定（CLI）
mDNSサービスポリシーを設定するには、以下の手順に従います。

1. 組み込みサービスタイプまたはユーザー定義のカスタムサービスタイプを許可するサービ
スリストを作成します。

2. サービスリストをサービスポリシーに関連付けて、入力または出力方向に適用します。

3. 新しい VLANコンフィギュレーションモードにサービスポリシーを適用します。
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レイヤ 2 Catalystスイッチの場合はサービスピアモードで、レイヤ 3 Catalystスイッチの場合は
SDGエージェントモードで、この構成を行う必要があります。

（注）

次の図は、サービスピアモードと SDGエージェントモードの Catalystスイッチで mDNSポリ
シーを設定する方法を示しています。

図 3 : Catalystサービスピアおよび SDGエージェントの mDNSサービスポリシーの構成

サービスピアモードと SDGエージェントモードでサービスポリシーを構築してターゲット
VLANに適用するには、以下の手順に従います。
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。

enable

例：

Device# enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

mDNSサービスリストを設定して、1
つ以上のサービスタイプを分類しま

mdns-sd service-list service-list-name {in
| out}

例：

ステップ 3

す。固有のサービスリストは、着信

mDNSメッセージと、要求側のローカDevice(config)# mdns-sd service-list
VLAN100-LIST-IN in ルに接続された有線エンドポイントま

たは EWCモードのアクセスポイントDevice(config)# mdns-sd service-list
VLAN100-LIST-OUT out のエンドポイントへのアウトバウンド

応答を処理するために必要です。

インバウンドサービスリストに一致し

ます。

match service-definition-name
[message-type {any | announcement |
query}]

ステップ 4

Catalystスイッチは、検証を行い、ロー
カルに接続された有線エンドポイント例：

Device(config)# mdns-sd service-list
VLAN100-LIST-IN in

または EWCモードのアクセスポイン
トのワイヤレスエンドポイントからの

Device(config-mdns-sl-in)# match
APPLE-TV 着信mDNSサービスタイプ（Apple TV

など）のアドバタイズメントまたはク
Device(config-mdns-sl-in)# match
PRINTER-IPPS message-type announcement エリ一致メッセージタイプを受け入れ

るかドロップします。サービスリスト

の最後に暗黙的な拒否が含まれていま

す。

デフォルトの message-typeは anyで
す。

アウトバウンドサービスリストに一致

します。

match service-definition-name
[message-type {any | announcement |
query}]

ステップ 5

Catalystスイッチは、要求側エンドポイ
ントに一致するサービスタイプで応答例：

Device(config)# mdns-sd service-list
VLAN100-LIST-OUT out

することで、ローカルサービスプロキ

シ機能を提供します。たとえば、VLAN
Device(config-mdns-sl-in)# match
APPLE-TV 100から学習したApple-TVとプリンタ

は、同じ VLAN 100の EWCモードの
Device(config-mdns-sl-in)# match
PRINTER-IPPS アクセスポイントのワイヤレスエンド

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定
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目的コマンドまたはアクション

ポイントに配信されます。サービスリ

ストの最後に暗黙的な拒否が含まれて

います。

アウトバウンドサービスリストのメッ

セージタイプは必要ありません。

グローバルコンフィギュレーション

モードで固有の mDNSサービスポリ
シーを作成します。

mdns-sd service-policy
service-policy-name

例：

ステップ 6

Device(config)# mdns-sd service-policy
VLAN100-POLICY

各方向のサービスリストに関連付ける

mDNSサービスポリシーを設定しま
す。

service-list service-list-name {in | out}

例：

Device(config)# mdns-sd service-policy
VLAN100-POLICY

ステップ 7

Device(config-mdns-ser-policy)#
service-list VLAN100-LIST-IN in

Device(config-mdns-ser-policy)#
service-list VLAN100-LIST-OUT out

詳細なサービスパラメータの有線ユー

ザーまたは EWCモードのアクセスポ
vlan configuration ID

例：

ステップ 8

イントのユーザーのVLAN構成を有効
Device(config)# vlan configuration
100 にします。同じ設定に対して 1つ以上

の VLANを作成できます。

この IDはVLAN構成 IDを指します。
たとえば、vlan configuration 101-110,200
のように範囲を指定すると、連続する

VLAN IDと連続しない VLAN IDを設
定できます。

設定した有線ユーザーまたはEWCモー
ドのアクセスポイントのワイヤレス

mdns-sd gateway

例：

ステップ 9

ユーザーの VLAN IDで mDNSゲート
ウェイを有効にします。

Device(config-vlan)# mdns-sd gateway

設定した有線ユーザーまたはEWCモー
ドのアクセスポイントのワイヤレス

service-policy service-policy-name

例：

ステップ 10

ユーザーの VLAN IDに mDNSサービ
スポリシーを関連付けます。

Device(config-vlan-mdns)#
service-policy VLAN100-POLICY

mDNSゲートウェイコンフィギュレー
ションモードを終了します。

exit

例：

ステップ 11

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定
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目的コマンドまたはアクション

Device(config-vlan-mdns)# exit

mDNSロケーションフィルタの設定（CLI）
サービスピアモードのレイヤ2CiscoCatalystアクセスレイヤスイッチは、デフォルトで、mDNS
サービスプロバイダーと、有線またはワイヤレス EWCモードのアクセスポイントユーザー
ネットワークに関連付けられた同じレイヤ 2VLANに接続されている受信者との間に、ローカ
ルサービスプロキシを提供します。必要に応じ、mDNSロケーションフィルタを設定して、有
線またはワイヤレスEWCモードのアクセスポイントユーザーネットワークに関連付けられた
ローカル設定の VLAN ID間でサービスの検出と配信を行うこともできます。

次の図は、有線およびワイヤレス EWCモードのアクセスポイントユーザー VLAN間での
mDNSサービスの検出と配信を許可する、サービスピアモードの Catalystスイッチ上のロケー
ションフィルタポリシーを示しています。

図 4 : Catalystサービスピア mDNSロケーションフィルタ構成

サービスピアモードの Cisco Catalystスイッチでローカルサービスプロキシを有効にし、ロー
カルの有線ユーザーと EWCモードのアクセスポイントのワイヤレスユーザーの VLAN間で
mDNSサービスを検出するには、以下の手順に従います。

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定
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手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを

入力します。

enable

例：

Device# enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーション

モードで一意のロケーションフィルタ

を設定します。

mdns-sd location-filter
location-filter-name

例：

ステップ 3

Device(config)# mdns-sd
location-filter LOCAL-PROXY

グループ化されたVLAN間で許可され
たサービスを相互に配信する一致基準

match location-group {all | default | ID}
vlan [ID]

例：

ステップ 4

を設定します。たとえば、EWCモード
のアクセスポイントのワイヤレスユーDevice(config-mdns-loc-filter)# match

location-group default vlan 100 ザー VLAN ID 100と有線ユーザー
VLAN ID 101の間でユニキャストモーDevice(config-mdns-loc-filter)# match

location-group default vlan 101 ドを使用して、mDNSサービスを検出
および配信できます。

mDNSサービスリストを設定して、1
つ以上のサービスタイプを分類しま

す。

mdns-sd service-list service-list-name {in
| out}

例：

ステップ 5

固有のサービスリストは、着信 mDNS
メッセージと、要求側の有線ユーザー

Device(config)# mdns-sd service-list
VLAN100-LIST-OUT out

エンドポイントまたは EWCモードの
アクセスポイントのユーザーエンドポ

イントへのアウトバウンド応答を処理

するために必要です。

ロケーションフィルタを 1つ以上の
サービスタイプに関連付けて、ローカ

match service-definition-name
[message-type {any | announcement |
query}]

ステップ 6

ルVLAN間のローカルプロキシを有効
例： にします。たとえば、VLAN 100と

VLAN101から学習したApple-TVは、
VLAN 100の受信者に配信されます。

Device(config)# mdns-sd service-list
VLAN100-LIST-OUT out

Device(config-mdns-sl-out)# match
APPLE-TV location-filter LOCAL-PROXY

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定
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目的コマンドまたはアクション

サービスリストの最後に暗

黙的な拒否が含まれていま

す。

アウトバウンドサービスリ

ストの場合、message-type
は必要ありません。

（注）

グローバルコンフィギュレーション

モードで固有の mDNSサービスポリ
シーを作成します。

mdns-sd service-policy
service-policy-name

例：

ステップ 7

Device(config)# mdns-sd service-policy
VLAN100-POLICY

各方向のサービスリストに関連付ける

mDNSサービスポリシーを設定しま
す。

service-list service-list-name {in | out}

例：

Device(config)# mdns-sd service-policy
VLAN100-POLICY

ステップ 8

Device(config-mdns-ser-policy)#
service-list VLAN100-LIST-OUT out

詳細なサービスパラメータのVLAN設
定を有効にします。同じ設定を使用し

て 1つ以上のVLANを作成できます。

vlan configuration ID

例：

Device(config)# vlan configuration
100

ステップ 9

この IDはVLAN構成 IDを指します。
たとえば、vlan configuration 101-110,200
のように範囲を指定すると、連続する

VLAN IDと連続しない VLAN IDを設
定できます。

設定したVLANIDでmDNSゲートウェ
イを有効にします。

mdns-sd gateway

例：

ステップ 10

Device(config-vlan-config)# mdns-sd
gateway

設定した VLAN IDに mDNSサービス
ポリシーを関連付けます。

service-policy service-policy-name

例：

ステップ 11

Device(config-vlan-mdns-sd)#
service-policy VLAN100-POLICY

mDNSゲートウェイコンフィギュレー
ションモードを終了します。

exit

例：

ステップ 12

Device(config-vlan-mdns-sd)# exit

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定
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カスタムサービス定義の設定（CLI）
Cisco IOS-XEは、主要な mDNS PTRレコードとわかりやすい名前にマッピングされる、さま
ざまな組み込み mDNSサービス定義のタイプをサポートしています。たとえば、組み込みの
Apple-TVサービスタイプは、ネットワーク内のサービスを正常に有効にするために、
_airplay._tcp.localおよび _raop._tcp.local PTRレコードに関連付けられます。ネットワーク管理
者は、一致する mDNS PTRレコードを使用してカスタムサービス定義を作成し、ネットワー
クで mDNSサービスルーティングを有効にできます。

カスタムサービス定義をサービスリストに関連付けるには、以下の手順に従います。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device# enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

カスタムサービスタイプの一意のサービ

ス定義名を作成します。

mdns-sd service-definition
service-definition-name

例：

ステップ 3

Device(config)# mdns-sd
service-definition APPLE-CLASSROOM

カスタムmDNSポインタ（PTR）レコー
ドの正規表現文字列を設定します。

service-type custom-mDNS-PTR

例：

ステップ 4

Device(config-mdns-ser-def)#
service-type _classroom._tcp.local

mDNSゲートウェイコンフィギュレー
ションモードを終了します。

exit

例：

ステップ 5

Device(config-mdns-ser-def)# exit

サービスピアでのサービスルーティングの設定（CLI）
サービスピアモードのレイヤ 2 Cisco Catalystスイッチは、SDGエージェントモードのアップ
ストリームディストリビューション層スイッチでサービスルーティングを構築します。レイヤ

2 Cisco Catalystスイッチでサービスルーティングを構築するには、アップストリームの SDG
エージェントCatalystスイッチに到達するための有効な IPアドレスを持つ少なくとも 1つのイ
ンターフェイスが必要です。スイッチ管理ポートはサポートされていません。

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定
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次の図は、サービスピアモードのアクセスレイヤ Catalystスイッチと SDGエージェントモー
ドのディストリビューション層 Catalystスイッチ間のレイヤ 2トランクを介したユニキャスト
ベースのサービスルーティングを有効にするトポロジを示しています。

図 5 : Catalystサービスピアサービスルーティング構成

サービスピアモードの Cisco Catalystスイッチでサービスルーティングを有効にし、mDNS信
頼インターフェイスの設定をセットアップするには、次の手順に従います。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device# enable

ステップ 1

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

詳細なサービスパラメータの有線ユー

ザーと EWCモードの APワイヤレス
vlan configuration ID

例：

ステップ 3

ユーザーのVLAN構成を有効にします。Device(config)# vlan configuration 100

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定
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目的コマンドまたはアクション

同じ設定に対して 1つ以上の VLANを
作成できます。

この IDは VLAN構成 IDを指します。
たとえば、vlan configuration 101-110, 200
のように範囲を指定すると、連続する

VLAN IDと連続しないVLAN IDを設定
できます。

設定したVLAN IDでmDNSゲートウェ
イを有効にします。

mdns-sd gateway

例：

ステップ 4

それぞれの機能を有効にするには、

mDNSゲートウェイコンフィギュレー
Device(config-vlan-config)# mdns-sd
gateway

ションモードで次のコマンドを入力し

ます。

• active-query timer [sec]：検出され
たサービスとサービスのレコード

を、許可されたサービスタイプの定

期的な mDNSクエリメッセージで
更新可能にします。有効な範囲は

60～ 3600秒です。推奨値は 3600
秒です。

• service-mdns-query {ptr | srv | txt}：
特定のクエリタイプの処理を許可し

ます。デフォルトのクエリタイプは

PTRです。

• transport {ipv4 | ipv6 | both}：IPv4、
IPv6、または両方の処理を許可しま
す。冗長な処理と、2つのネット
ワークタイプでの同じ情報による応

答を減らすために、1つのネット
ワークタイプを使用することを推奨

します。デフォルトのネットワーク

タイプは IPv4です。

アップストリーム Cisco Catalyst SDG
エージェントスイッチとのサービスルー

source-interface ID

例：

ステップ 5

ティングセッションを送信する有効なDevice(config-vlan-mdns-sd)#
source-interface vlan 4094 IPアドレスを持つインターフェイスを

選択します。通常は管理VLANインター
フェイスを使用できます。

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定
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目的コマンドまたはアクション

SDGエージェントの IPv4アドレス（通
常は管理VLANゲートウェイアドレス）

sdg-agent [IPv4_address]

例：

ステップ 6

を設定します。FHRPモードの場合は、Device(config-vlan-mdns-sd)# sdg-agent
10.0.0.254 管理 VLANの FHRP仮想 IPアドレスを

使用します。

mDNSゲートウェイコンフィギュレー
ションモードを終了します。

exit

例：

ステップ 7

Device(config-vlan-mdns-sd)# exit

ロケーションベースの mDNSの設定
デフォルトでは、サービスピアモードのレイヤ 2 Catalystスイッチでは、スイッチにローカル
に接続された有線ユーザーと EWCモードのアクセスポイントのワイヤレスユーザー間でのス
イッチごとのmDNSの検出と配信が有効になります。このスイッチごとのデフォルトのロケー
ションベースのmDNSは、有線ユーザーと EWCモードのアクセスポイントのワイヤレスユー
ザーの VLANがユーザーモビリティのために複数のレイヤ 2 Catalystスイッチにまたがって拡
張されている場合でもサポートされます。ポリシーベースの mDNSサービスプロバイダーお
よび受信者情報をダウンストリームサービスピアアクセスレイヤスイッチから受け入れるに

は、mDNSサービスポリシー構成の SDGエージェントが必要です。

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定
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図 6 :スイッチごとのロケーションベースの有線および EWCモードのアクセスポイント構成

次の構成手順に進む前に、ディストリビューション層の SDGエージェントスイッチで mDNS
サービスポリシーを設定してください。詳細は、mDNSサービスポリシーの設定（CLI）（8
ページ）のセクションを参照してください。

（注）

SDGエージェントでのサービスルーティングの設定（CLI）
Cisco Catalyst 9000シリーズスイッチは、ディストリビューション層で SDGエージェントモー
ドを自動的にサポートし、有線ユーザーと EWCモードのアクセスポイントのワイヤレスユー
ザーに接続されたダウンストリームレイヤ2アクセス層のイーサネットスイッチでユニキャス
トモード Bonjourサービスルーティングを有効にします。ダウンストリームサービスピアス
イッチからのmDNSサービスキャッシュを受け入れるには、有線ユーザーまたは EWCモード
のアクセスポイントのワイヤレスユーザーの VLANで mDNSサービスポリシーを使用して
SDGエージェントを設定する必要があります。

このセクションでは、サービスピアモードでローカルにペアリングされたレイヤ 2アクセス
ネットワークスイッチ間でポリシーベースのサービスの検出と配信を有効にするための段階的

な構成手順を示します。
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次の図は、SDGエージェントとサービスピアモードのダウンストリームレイヤ2アクセスネッ
トワークスイッチでのユニキャストサービスルーティングを示しています。

図 7 : Catalyst SDGエージェントのサービスルーティング構成

次の構成手順に進む前に、ディストリビューション層の SDGエージェントスイッチで mDNS
サービスポリシーを設定してください。詳細については、mDNSサービスポリシーの設定
（CLI）（8ページ）を参照してください。

（注）

SDGエージェントスイッチで mDNSサービスポリシーとピアグループを有効にし、サービス
ピアモードのレイヤ 2アクセスネットワークスイッチでユニキャストモードサービスルー
ティングを有効にするには、以下の手順に従います。

手順

目的コマンドまたはアクション

特権 EXECモードを有効にします。プ
ロンプトが表示されたらパスワードを入

力します。

enable

例：

Device# enable

ステップ 1

組み込みワイヤレスコントローラアクセスポイントモードの Local Area Bonjourの設定
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目的コマンドまたはアクション

グローバルコンフィギュレーション

モードを開始します。

configure terminal

例：

ステップ 2

Device# configure terminal

グローバルコンフィギュレーション

モードで一意のサービスピアグループを

設定します。

mdns-sd service-peer group
service-peer-group-name

例：

ステップ 3

Device(config)# mdns-sd service-peer
group service-peer-group-name

一意のピアグループ IDを割り当てて、
mDNSサービスの検出と割り当てられた

peer-group [ID]

例：

ステップ 4

グループリスト内での配信を許可する

サービスピアをペアリングします。
Device(config-mdns-svc-peer)#
peer-group 1

有効なピアグループの範囲は、SDGエー
ジェントスイッチごとに 1〜 1000で
す。

ペアリングされたサービスピアからの

サービスのアドバタイズメントとクエリ

service-policy service-policy-name

例：

ステップ 5

を受け入れるように、mDNSサービスポ
リシーを関連付けます。

Device(config-mdns-svc-peer-grp)#
service-policy VLAN100-POLICY

mDNSサービスのアドバタイズメントま
たはクエリメッセージを受け入れるよう

service-peer [IPv4_address] location-group
{all | default | id}

例：

ステップ 6

に、少なくとも1つのサービスピアを設
定します。複数のサービスピアでグルーDevice(config-mdns-svc-peer-grp)#

service-peer 10.0.0.1 location-group
default

プ化されている場合、設定されたピア間

のレイヤ 2ユニキャストモードルー
ティングが SDGエージェントによって
提供されます。

Device(config-mdns-svc-peer-grp)#
service-peer 10.0.0.2 location-group
default

たとえば、SDGエージェントは、関連
付けられたサービスポリシーに一致する

3つ（10.0.0.1と 10.0.0.2）のレイヤ 2
サービスピアスイッチ間にユニキャスト

ベースのサービスゲートウェイ機能を提

供します。

ペアリングされていないレイヤ2サービ
スピア（10.0.0.3）からの mDNSサービ
ス情報では、他のグループ化されたサー

ビスピア（10.0.0.1と 10.0.0.2）との
mDNSサービスを通知または受信できま
せん。
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目的コマンドまたはアクション

mDNSゲートウェイコンフィギュレー
ションモードを終了します。

exit

例：

ステップ 7

Device(config-mdns-svc-peer-grp)# exit

サービスピアモードの Local Area Bonjourの確認
このセクションでは、サービスピアモードのコントローラ上のさまざまな Local Area Bonjour
ドメイン mDNSサービス構成パラメータ、キャッシュレコード、統計などを確認するための
ガイドラインを示します。
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表 1 :

目的コマンドまたはアクション

複数の変数をサポートする使用可能な mDNS
キャッシュレコードを表示し、有線ユーザー

または EWCモードのAPワイヤレスユーザー
の VLANから受信したソースのきめ細かな詳
細情報を提供します。変数は次のとおりです。

• all：システムの複数のソース接続から検
出された、使用可能なすべてのキャッシュ

レコードを表示します。

• interface：指定したレイヤ 3インターフェ
イスから検出された、使用可能なキャッ

シュレコードを表示します。

• mac：指定したMACアドレスから検出さ
れた、使用可能なキャッシュレコードを

表示します。

• name：サービスプロバイダーが通知した
名前に基づいて、使用可能なキャッシュ

レコードを表示します。

• service-peer：指定したレイヤ 2サービス
ピアから検出された、使用可能なキャッ

シュレコードを表示します。

• static：ローカルで設定された静的 mDNS
キャッシュエントリを表示します。

• type：特定の mDNSレコードタイプ
（PTR、SRV、TXT、A、AAAAなど）に
基づいて、使用可能なキャッシュレコー

ドを表示します。

• vlan：ユニキャストモードで指定されたレ
イヤ 2 VLAN IDから検出された、使用可
能なキャッシュレコードを表示します。

show mdns-sd cache {all | interface | mac | name
| service-peer | static | type | vlan}

サービス名をmDNS PTRレコードにマッピン
グする、組み込みおよびユーザー定義のカス

タムサービス定義を表示します。サービス定

義は、名前またはタイプでフィルタリングで

きます。

show mdns-sd service-definition {name | type}
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目的コマンドまたはアクション

サービスポリシーに一致するサービスタイプ

を分類する、設定済みのサービスリストのイ

ンバウンドまたはアウトバウンド方向のリス

トを表示します。リストは、名前または特定

の方向でフィルタリングできます。

show mdns-sd service-list {direction | name}

インバウンドまたはアウトバウンドのサービ

スリストにマッピングされた mDNSサービス
ポリシーのリストを表示します。サービスポ

リシーリストは、関連付けられた指定インター

フェイスまたは名前でフィルタ処理できます。

show mdns-sd service-policy {interface | name}

ユニキャストモードで mDNSが設定されてい
る各mDNSゲートウェイ対応VLANでシステ
ムによって双方向に処理された詳細な mDNS
統計を表示します。mDNS統計の expanded
キーワードは、インターフェイス、ポリシー、

サービスリスト、およびサービスに関する詳

細ビューを提供します。

show mdns-sd statistics {all | cache | debug |
interface | service-list | service-policy | services |
vlan}

mDNSゲートウェイに関する簡単な情報や、
システムのすべての有線ユーザーとEWCモー
ドの APワイヤレスユーザーの VLANおよび
インターフェイスの主要な構成ステータスを

表示します。

show mdns-sd summary {interface | vlan}

SDGエージェントモードの Local Area Bonjourの確認
このセクションでは、SDGエージェントモードのコントローラ上のさまざまな Local Area
Bonjourドメイン mDNSサービス構成パラメータ、キャッシュレコード、統計などを確認する
ためのガイドラインを示します。
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表 2 :

目的コマンドまたはアクション

複数の変数をサポートする使用可能な mDNS
キャッシュレコードを表示し、ソースのきめ

細かな詳細情報を提供します。変数は次のと

おりです。

• all：システムの複数のソース接続から検
出された、使用可能なすべてのキャッシュ

レコードを表示します。

• interface：指定したレイヤ 3インターフェ
イスから検出された、使用可能なキャッ

シュレコードを表示します。

• mac：指定したMACアドレスから検出さ
れた、使用可能なキャッシュレコードを

表示します。

• name：サービスプロバイダーが通知した
名前に基づいて、使用可能なキャッシュ

レコードを表示します。

• service-peer：指定したレイヤ 2サービス
ピアから検出された、使用可能なキャッ

シュレコードを表示します。

• static：ローカルで設定された静的 mDNS
キャッシュエントリを表示します。

• type：特定の mDNSレコードタイプ
（PTR、SRV、TXT、A、AAAAなど）に
基づいて、使用可能なキャッシュレコー

ドを表示します。

• vlan：ユニキャストモードで指定されたレ
イヤ 2 VLAN IDから検出された、使用可
能なキャッシュレコードを表示します。

• vrf：特定の mDNSレコードタイプ
（PTR、SRV、TXT、A、またはAAAA）
に基づいて、各VRFの使用可能なキャッ
シュレコードを表示します。

show mdns-sd cache {all | interface | mac | name
| service-peer | static | type | vlan | vrf}
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目的コマンドまたはアクション

サービス名をmDNS PTRレコードにマッピン
グする組み込みおよびユーザー定義のカスタ

ムサービス定義を表示します。サービス定義

は、名前またはタイプでフィルタリングでき

ます。

show mdns-sd service-definition {name | type}

サービスポリシーに一致するサービスタイプ

を分類する、設定済みのサービスリストのイ

ンバウンドまたはアウトバウンド方向のリス

トを表示します。リストは、名前または特定

の方向でフィルタリングできます。

show mdns-sd service-list {direction | name}

インバウンドまたはアウトバウンドのサービ

スリストにマッピングされた mDNSサービス
ポリシーのリストを表示します。サービスポ

リシーリストは、関連付けられた指定インター

フェイスまたは名前でフィルタ処理できます。

show mdns-sd service-policy {interface | name}

ユニキャストモードで mDNSが設定されてい
る各mDNSゲートウェイ対応VLANでシステ
ムによって双方向に処理された詳細な mDNS
統計を表示します。mDNS統計のキーワード
は、インターフェイス、ポリシー、サービス

リスト、およびサービスに関する詳細ビュー

を提供できます。

show mdns-sd statistics {all | cache | debug |
interface | service-list | service-policy | services |
vlan}

mDNSゲートウェイに関する簡単な情報と、
システムのすべてのVLANおよびインターフェ
イスの主要な構成ステータスを表示します。

show mdns-sd summary {interface | vlan}

参照先
表 3 :参照先

マニュアルタイトル関連項目

Catalystアクセスポイント、IOS XE Bengaluru
17.5.x上の Cisco組み込みワイヤレスコント
ローラのコンフィギュレーションガイド

Cisco Embedded Wireless Controller on Catalyst
Access Points CCO Configuration Guide

Cisco Catalyst 9600 Series Switch Software
Configuration Guide, Release 17.4.X

DNA Service for Bonjour Deployment on Cisco
Catalyst 9600 Switch
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/controller/ewc/17-5/config-guide/ewc_cg_17_5.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/controller/ewc/17-5/config-guide/ewc_cg_17_5.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/controller/ewc/17-5/config-guide/ewc_cg_17_5.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst9600/software/release/17-3/configuration_guide/bonjour/b_173_bonjour_9600_cg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst9600/software/release/17-3/configuration_guide/bonjour/b_173_bonjour_9600_cg.html


マニュアルタイトル関連項目

Cisco Catalyst 9500 Series Switch Software
Configuration Guide, Release 17.4.X

DNA Service for Bonjour Deployment on Cisco
Catalyst 9500 Switch

Cisco Catalyst 9400 Series Switch Software
Configuration Guide, Release 17.4.X

DNA Service for Bonjour Deployment on Cisco
Catalyst 9400 Switch

Cisco Catalyst 9300 Series Switch Software
Configuration Guide, Release 17.4.X

DNA Service for Bonjour Deployment on Cisco
Catalyst 9300 Switch

Cisco Catalyst 9800 Series Wireless Controller
Software Configuration Guide, Cisco IOS XE
Bengaluru 17.5.x

DNA Service for Bonjour Deployment on Cisco
Catalyst 9800 Wireless LAN Controller

Cisco Wide Area Bonjour Application on Cisco
DNA Center User Guide, Release 2.2.x

Cisco DNA Center Cisco Wide Area Bonjourアプ
リケーションユーザーガイド
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https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst9500/software/release/17-3/configuration_guide/bonjour/b_173_bonjour_9500_cg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst9500/software/release/17-3/configuration_guide/bonjour/b_173_bonjour_9500_cg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst9400/software/release/17-3/configuration_guide/bonjour/b_173_bonjour_9400_cg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst9400/software/release/17-3/configuration_guide/bonjour/b_173_bonjour_9400_cg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst9300/software/release/17-3/configuration_guide/bonjour/b_173_bonjour_9300_cg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/switches/lan/catalyst9300/software/release/17-3/configuration_guide/bonjour/b_173_bonjour_9300_cg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/controller/9800/17-5/config-guide/b_wl_17_5_cg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/controller/9800/17-5/config-guide/b_wl_17_5_cg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/wireless/controller/9800/17-5/config-guide/b_wl_17_5_cg.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/network-automation-and-management/dna-center/1-3-1-0/user_guide/cisco_dna_service_for_bonjour/b_cisco-dna-service-for-bonjour_user_guide_2-1-2.html
https://www.cisco.com/c/en/us/td/docs/cloud-systems-management/network-automation-and-management/dna-center/1-3-1-0/user_guide/cisco_dna_service_for_bonjour/b_cisco-dna-service-for-bonjour_user_guide_2-1-2.html
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翻訳について
このドキュメントは、米国シスコ発行ドキュメントの参考和訳です。リンク情報につきましては
、日本語版掲載時点で、英語版にアップデートがあり、リンク先のページが移動/変更されている
場合がありますことをご了承ください。あくまでも参考和訳となりますので、正式な内容につい
ては米国サイトのドキュメントを参照ください。


